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福島民報印刷センター竣工式
災害時の新聞発行態勢が強化される
　市内の小沢工業団地内に整備が進められていた福島
民報印刷センターの竣工式が10月23日、同センター内で
行われました。東日本大震災の経験を踏まえ、大規模
災害で停電になった際も、非常用自家発電機で新聞製
作を継続できるようにするなどの造りにされています。
竣工式の神事のあと、高橋雅行社長が新しい輪転機の
始動ボタンを押すと、色鮮やかな企画紙面が刷り上が
り、出席者は早速手に取り、興味深く見入っていました。

一般社団法人にほんまつDMO設立総会
組織の枠を超え、観光振興に取り組む
　市内の観光、経済、交通などの各界が協力し、観光地
域づくりを担う「一般社団法人にほんまつDMO」の設立総
会が、10月25日に開かれました。DMOとは、各組織の枠
を超えて観光客のニーズを調査し、観光戦略を練って交
流人口拡大を目指していく組織のことで、外国人観光客
が増加し、地域経済に与える影響も大きくなってきている
現在においては、必要不可欠とされていました。理事長
には、二本松商工会議所の山口純一会頭が選出されました。

最新鋭の輪転機から刷り上がる紙面が頭上を高速で流れる

めでたく満１００歳
佐藤トミヨさん（下川崎）、高橋キクヨさん（上川崎）
　この世に生を受けて一世紀。10月19日に佐藤トミ
ヨさん（下川崎）、11月17日に高橋キクヨさん（上川崎）
がそれぞれめでたく満100歳を迎えられ、二本松市か
らは賀寿、福島県からは賀寿と木杯が贈られました。
お二人に長寿の秘訣をお伺いすると、佐藤さんは「暴
飲暴食せず、好き嫌いなく落ち着いて食べること。」、
高橋さんは「好きなものを食べること。毎日お風呂に
入ること。」だそうです。佐藤さん、高橋さんのます
ますのご長寿をお祈りいたします。 佐藤トミヨさん 高橋キクヨさん

関係者らが手を組み合って、交流人口拡大を誓う

消防団秋季検閲
市民の安心を守る消防団の訓練成果を披露
　10月28日、市内の各地区隊で消防団秋季検閲が行わ
れました。式典に先駆けて行われた観閲後の行進では、
ラッパ隊を先頭に団員らが整然と行進し、沿道の市民
らを魅了しました。式では、長年消防団活動に尽力さ
れた方々の表彰が行われたあと、通常点検やポンプ操
法、小隊訓練などが行われ、団員たちはこれまで練習
してきた成果を存分に発揮していました。 渋川小学校運動場で行われた安達地区隊の式典の様子
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2018ワールドカップマスターズ
　　ウエイトリフティング選手権大会
大内俊幸さん（木幡）が２連覇達成
　10月20日から23日の開催期間で、中国
の福建省で行われた2018ワールドカップ
マスターズウエイトリフティング選手権
大会において、市内木幡在住の大内俊幸
さんが、昨年に続き２度目の優勝を果た
しました。大内さんが出場したのは、60
歳から64歳の部の67キロ級で、大会直前
に階級の制限体重が変更となり、急いで
減量したそうです。
　大内さんは現在63歳。ウエイトリフ
ティング（重量挙げ）は高校時代の３年間
しかやっていませんでしたが、還暦を契
機に、今後自分の体力を維持していくた
めに競技を再開。練習は、自宅で昔養蚕
をしていた建物の中を改造した部屋で
行っており、月１回程度、設備の整って
いる母校の福島明成高校へ通っているそ
うです。大内さんの今後のますますのご
活躍を期待します。

１_優勝報告に市役所を訪れた大内さん（左から２番目）と、大内さんの勤務先の
(有)丸中建設の遊佐社長（左端）　２_競技終了後に一番高い表彰台に立つ大内さん。
スクリーンには日の丸が映しだされている　３_大会でバーベルを挙げる大内さん

１_二本松市チームの集合写真　２_菅野崇監督（後列右から２人目）、安達
勉コーチ（後列右から３人目）、高島広行主将（前列中央）が、優勝報告をし
に市役所へ　３_優勝を決めた直後、菅野監督や高島主将らを胴上げ

第５回市町村対抗福島県ソフトボール大会
３年ぶり２度目の栄冠に輝く
　10月13日に開幕して27日に決勝戦が行わ
れた、市町村対抗福島県ソフトボール大会
で、二本松市チームが３年ぶり２度目の優
勝を果たしました。初戦は会津若松市を８
対２で下し、その後順調に勝ち進み、準決
勝は昨年王者の福島市を２対０、決勝は郡
山市と対戦し、１対０の完封勝利でした。
　二本松市チームのメンバーは７月末の
選考会で決まり、その後は仕事が終わっ
た夜や休日に練習を積み重ねてきました。
今年のメンバーは、３位となった昨年の選
手を中心に、強力な若手選手を迎えてチー
ム力を強化。大会のMVP（最優秀選手賞）
には、準決勝、決勝と連続完封で優勝に
大きく貢献した矢沢晴輝さん（市海道）が
選ばれ、優秀選手賞には、決勝戦で決勝
点となる本塁打を放った石川瑠人さん（舟
形石）が選ばれました。来年もまた優勝旗
を持ち帰ってくれることを期待します。
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